
授業科目名

1年　前期

開講形態 時間数 単位数 2

授業の進め方

日本人教師とフランス人教師が同一の教科書を用いて、共同で授業をします。この授業は文法の
学習、筆記問題と会話練習を中心に行います。
授業ではオンデマンド方式とオンライン方式を併用します。担当教師が２人ですので，それぞれ
のコースを履修してください。
下記２つのURLにそれぞれアクセスしMoodleにログイン後、登録キーを入力して各自でコースに
登録して下さい。

　的場：https://moodle.cerd.shimane-u.ac.jp/moodle/course/view.php?id=1213 (登録キー：
bonjour)
  マスドブリュー：https://moodle.cerd.shimane-u.ac.jp/moodle/enrol/index.php?id=1231 (登録
キー：FRA １)

フランス語Ⅰ 担当教員 外国語教育センター　的場 寿光

開講年次及び学期 必修・選択の別 選択必修

演習（医学科・看護学科合同） 30

読む・書く・聴く・話すという4技能のバランスに配慮して，フランス語の基礎的運用能力を身
に付けることが目的です。また，英語以外の外国語を学ぶことで，多元的文化の理解を目指しま
す。

授業の目的（概要）

フランス語では，以下の４項目を選択必修４単位修得時の到達目標としています。
１．実用フランス語技能検定試験（仏検）４級程度のフランス語を理解し，
　　適切に運用することができる。(知識・態度・技能）
２．現代フランス語圏文化を理解することができる。(知識）
３．英語以外の外国語を学ぶことで，日本語，日本文化をより客観的に見る視点を獲得し，
　　多くの文化が共生する地球に生きている自覚と責任を持つことができる。(態度）
４．大学生として新たな外国語を学ぶことで，これまでの学習方法や学習観を自ら振り返って
　　客観化でき，それらを主体的・能動的に転換することができる。(態度・技能）

学修成果（到達目標）

授業内容

１．授業のオリエンテーション、アルファべ、発音
２．名詞、冠詞
３．主語人称代名詞、動詞、er動詞
４．不規則動詞être、形容詞
５．不規則動詞avoir、否定文、疑問文、疑問文の答え方
６．不規則動詞prendre、faire、指示形容詞、所有形容詞
７．allerとvenirの活用、近接未来と近接過去、疑問副詞
８．補語人称代名詞、疑問代名詞、疑問形容詞
９．比較級と最上級、不規則動詞attendre、voir
10．過去分詞、直説法複合過去、不規則動詞écrire、lire
11．代名動詞、代名動詞の複合過去
12．半過去、中性代名詞en、y、le
13．関係代名詞qui、que、強調構文、不規則動詞pouvoir、vouloir
14．期末試験（「フランス語I」で，範囲，問題形式，難易度等共通の別試験を，「時間割によ
る試験期間」にクラスごとに実施します。日時，場所等は掲示します。）



その他

外国語教育センターホームページ：http://cfle.shimane-u.ac.jp/

ISBN：978-4-255-35249-7
著者：久富健、小谷奈津子、森真太郎
出版社：朝日出版社
書名： 『 エスプラナード１ 』

オフィスアワー

外国語教育センターワークステーションで行います。
教員タイムテーブル（http://cfle.shimane-u.ac.jp/center/timetable.html）を参照してください。

キーワード

成績評価の方法（合否基準）

１．中間試験40点…達成目標１・２(知識・態度・技能）の評価
２．期末試験40点…達成目標１・２(知識・態度・技能）の評価
３．平常点20点(何を平常点とするかは授業のオリエンテーションで説明します)
　　…達成目標３・４(態度・技能）の評価
４．正当な理由なく９回以上欠席した場合は成績評価の対象外となります

教科書・参考書・視聴覚・その他の教材

フランス語,現代フランス語圏文化,言語運用能力,多文化理解

授業１回あたり，１時間〜１時間半の授業外学習が前提です。
中間試験の成績が60%未満の人は，点数に応じた補習を受けることができます。
決められた補習をきちんと行った人の中間試験成績は，60%に補正されます。

参考文献・授業資料等

授業中に適宜紹介します。

履修上の注意


